
 

 

立命館大学広報課     

ロックバンド・感覚ピエロの書き下ろし楽曲  

「等身大アンバランス」をテーマソングに起用した 

Twitter 受験生応援プロジェクト「＃がんばれ受験生」を実施  

 

 立命館大学は、Twitter のプロモトレンド（※）を使用した受験生応援プロジェクト「#がんばれ受験

生」を実施いたします。 

 2016年から開始しているコミュニケーションプロジェクト「#がんばれ受験生」は、本学への受験にか

かわらず、受験を控えるすべての受験生へ、Twitter を通して緊張やプレッシャーを超えていってほ

しいというエールを送る新しい取り組みです。 

2 回目となる今年は、「応援歌」でメッセージを届けます。楽曲は、本学卒業生の横山直弘氏がヴ

ォーカルを務めるロックバンド「感覚ピエロ」に依頼。ミュージックビデオも、同じく卒業生の映像ディ

レクター太田タイキ氏が担当しています。2017 年のテーマ「前を向ける、勇気をもらえる」をもとに今

回書き下ろされた楽曲「等身大アンバランス」は、下記の通り、Twitterのプロモトレンドで初披露とな

ります。   

※プロモトレンド：Twitter トレンドトピックのリストの一番上に表示される 1 日 1 社限定の Twitter プロモ商品。 

 

記 

掲出期間：2017 年 1 月 13 日（金）0：00～23：59 

掲出場所：Twitter プロモトレンド 

掲出内容：感覚ピエロ「等身大アンバランス」 ミュージックビデオ 3 分 26 秒、応援メッセージ 

 

  

 

 

 

 

 

 

応援メッセージ              ミュージックビデオキャプチャ  

以上 

●取材・内容についてのお問い合わせ先  

立命館大学広報課 TEL.075-813-8300 http://www.ritsumei.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

資料  

●感覚ピエロ プロフィール 

2013 年 7 月大阪にて結成。結成直後、自主レーベル&マネジメント「JIJI / JIJI RECORDS」(Just 

Imagine. Just Idea.) を設立。確信的に中毒性の高い楽曲と圧巻のライブパフォーマンス、驚異的な

活動スピードを持ちながらも、どこにも属さ

ずにこれまでのすべてをメンバーの自主プ

ロデュースで活動してきた感覚ピエロ。

「ROCK IN JAPAN FESTIVAL」「RADIO 

CRAZY」などの大型フェスにも数多く出演

しており、2016年 6月にリリースされたセカ

ンドミニアルバム「不可能可能化」収録曲

「拝啓、いつかの君へ」は宮藤官九郎が

脚本を務める日曜ドラマ「ゆとりですがな

にか」の主題歌に抜てきされる。現在もな

お、「メジャー」「インディー」問わず、自己・

唯一無二である彼らの活動は止まらない。 

http://kankakupiero.jp/ 

 

感覚ピエロ 3rd Mini Album「等身大アンバランス」（JIJI-0009） 

2017 年 2 月 22 日発売   \1,800＋税 

 

＜収録曲＞ 1.等身大アンバランス 

2.加速エモーション 

3.CCC 

4.TELL ME WHY 

5.チェシャ 

 

●感覚ピエロ ヴォーカル＆ギター 横山直弘さん（2016 年 3 月理工学部卒）からのコメント 

思えば立命館学園様には中、高、大と 10 年間もお世話になっていて、引っくるめれば思い出は数

えきれないほどあります。立命館大学びわこ・くさつキャンパス。4 年間通う中で様々な変化もありました。 

なかでも感覚ピエロを結成したことは今に繋がる大きな出来事でした。大学の軽音サークルで組んだ

バンドで、もし大阪のライブハウスに出入りしてなかったら、映像学部の太田氏と出会えていなかったら

…。この 4 年間で起きた無数の偶然が今の僕を作り上げてくれました。 

キャンパスへ向かうキツイ坂道を徒歩で登りながら、「Japanese-Pop-Music」の歌詞が閃いたことを

今でもハッキリと覚えています。大学に通うことの恩恵と利点をかなぐり捨てて、自分だけの道を最終的

に選ぶことは大変勇気のいることでした。 

ですが、こうして母校とお仕事として関わることによって、母校に繋がる歌を歌うことによって、僕の 4

年間の道のりや覚悟や勇気が少しだけ形になったな、と胸が熱くなる思いです。ですからこれからは、

また欲ばりして新しい野望を抱こうと思います。僕は立命館を代表するミュージシャンになります。素敵

な 4 年間をありがとうございました。そしてこれからの感覚ピエロの躍進に是非ともご注目ください。 

 



 

 

 

●感覚ピエロ ギター 秋月琢登さんからのコメント 

「完璧」な人っていないと思うんです。 

完璧にならなくていいからあなたがあなた自身に嘘を付かないように、誰がなんと言おうとあなたの人

生の主人公はあなたしかいないんです。だから、自分で信じた未来を選んで進んでほしい。これからも

たくさんの苦しいこと、辛いことが必ず待っています。でも、そんな瞬間も乗り越えられるように、立ち向

かえるように。そんな想いを込めて「等身大アンバランス」を作詞作曲させていただきました。 

この曲が誰かの背中を支えられる曲になりますように。 

 

●MV 監督プロフィール 

 太田タイキ / 映像ディレクター・エディター、長野県出身、立命館大学映像学部卒（2015 年 3 月） 

学生時代から MV を友人・同志たちと制作し、MV の制作会社に就職した後に現在に至る。 

制作ジャンルは多岐に渡り、Silent Siren をはじめとするガールズバンドや、浜崎あゆみのスポット、絢

香のライブ OP 等々のディレクション、MUSIC CIRCUS 等のフェス収録や、ファッションブランド BEAMS

の BEAMS JAPAN プロジェクトの映像制作まで行う。 

特に邦ロック MV が多く、感覚ピエロをはじめ、空想委員会、ドレスコーズ、ALL OFF、セプテンバー

ミー、ドラマチックアラスカなど様々なアーティストの作品に携わり、またエディターとしてもライブの編集

や CM の制作に尽力している。感覚ピエロの Vo&Gt 横山氏とは前身バンドからの付き合いになる。公

私ともに交流を深めており、彼との出逢いをキッカケに今までの感覚ピエロの MV 全作品ディレクション

を担当。 

作品集 : http://kappamag.tumblr.com 

 

●太田タイキ監督からのコメント 

『等身大アンバランス』本作においては、スタッフの 9割を立命館大学映像学部のOB・OGで構成し、

キャストやロケ地に至るまで全てを立命館を主軸とし、オール関西ロケとしました。 

これは感覚ピエロというアーティストのホームである関西から発信するという目的はもちろん、秋月氏

の書いた歌詞の世界観を第一に置き、横山氏をはじめ、学生時代に出逢った先輩・友人・後輩、立

命館大学への感謝の意を改めて表す場だと感じたからです。本当にありがとうございました。 

 

以上 


